
［考古資料1漏

1額安寺及びその周辺における発掘調査

　額安寺及びその周辺地では，これまで10回程度の発掘調査が実施されている。第1・3・4次は旧

境内地で行われた調査であるが，主要伽藍は検出されていない。また，7～8世紀の遺構も検出され

ていない。第2・5・6・7次調査は，現在の寺院の西側に遺存する土塁の西側に接した地域での調査

であり，土塁の基底部とその外側に付設された溝が検出されているが，大方の遺構は中世を中心と

した井戸，土坑などである。大和中央道沿いの地帯は準工業地域に指定されているため開発が盛ん

であり，その事前調査として実施された垣内遺跡第1・2次調査では7～8世紀の掘立柱建物群が検

出されている。その他，重要文化財額安寺五輪塔の解体修理に伴う地下調査で忍性の骨蔵器が出土

し，中世の律宗高僧の葬制資料が得られている。昭和3年に発見され岸熊吉が調査した額田部窯跡

（国史跡）は，小規模なロストル式平窯3基から構成され，中世額安寺の所用瓦を焼成したと考えら

れている。この窯跡の西側隣接地において小規模な調査も実施されている。

　以上のように額安寺及びその周辺地における考古学的調査は，いずれも試掘調査などの小規模な

ものにとどまっている。主要伽藍の配置と範囲を確認するための計画的調査が，あるいは額田寺伽

藍並条里図の分析と連動した調査が早急に望まれるところであろう。

　なお，11の額田部窯跡については第68頁を参照されたい。また，12の調査については省略する。
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図1　額安寺及びその周辺地の調査地

　　（基図は大和郡山市基本図〈23＞S＝1：2，500）
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1額安寺第1次調査

　調査の契機と経過

　大安寺資財帳や額田寺伽藍並条里図によって著名な占刹である額田寺は，無住寺となってから境

内の荒廃が激しく，これを憂慮された住職喜多亮快師によって本堂の改修，さらに庫裏が新設され

ることになった。

　調査は昭和50（1975）年7月25日～8月9口の期間実施し、調査面積は140m2。

　調査地は，現本堂の東北部に建築する庫裏予定地全域にあたるが，この地は条里図によれば講堂

の東北部の建物（経蔵？）近く，また江戸時代に描かれた境内図によって見れば，方丈，客殿，台

所と記されているところに相当する。

　検出遺構（図2，写真1・2）

　検出した遺構は，礎石建物2（SBO1，02），井戸2（SEO3，04），素掘り溝2（SDO5，06），大型土

坑2（SKO7，08），瓦質土器を反転して埋めた土坑1（SKO9）などである。

　SBO1は自然石の礎石をもつ建築遺構で，この部分で検出されたのは1間×1間で東西3m，南北

2．4m。溝SDO5をはさんで西側にあるSBO2も同様の礎石建物での部で，東西3．3m，南北3mの

規模をもつ。SBO1の南辺とSBO2の北辺の礎石は東西線上にならび，　SBO1の西端の礎石とSBO2の

東端の礎石間は3mをはかる。礎石の上面ではSB　O2が約15　cm低く，基盤となる土層もことなるた

め別の建物とみているが，一連の建物の可能性もある。

　SEO3は円形の井戸で掘方の径は約1．7m，井戸枠は径70　cmをはかる。－L下二段になっており，

ド段には曲物を用い，上段は幅10cm前後の板を組み合わせたもので造られている。出土遺物は多

量の中・近世瓦と少量の近世陶器片である。SEO4は東西1．8　m，南北1．3mの隅丸長方形の土坑内

に，下段を瓦で，上段を割石で積み上げた方形の井戸。規模は一辺60cm。多量の中・近世瓦と少

量の土器片が出土している。

　SD　O5は幅約1m，現状での深さ20　cmと非常に浅く，遺物は少量の土師器片，瓦器片が出土。

SD　O6は幅50　cmで，深さはSD　O5に同じく20　cm前後で出土遺物も類似する。

写真1　検出遺構（西より） 写真2　SEO4（南より）
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図2　検出遺構平面図

　SKO7は南北約5m，東西約4．2m，　SKO8は東西6．5m以上の，不整形で規模の大きい土坑。深さは

平均で約50cmであるが，　SKO8の南端部では約1mと深くなっている。いずれの土坑内からも，多

量の奈良時代の瓦片および少量の土器片が出土したが，同時に型式の最も下る瓦器片（14世紀），土

師器片も出土している。

　SKO9は径70　cmの円形土坑に，径約50　cmの瓦質土器を反転させて埋設したもので，内部に遺物

は認められなかった。

　主要出土遺物

　　瓦（図3）

　　唐草文縁単弁八弁蓮華文軒丸瓦（図3－1）

　内区は彫りの深い子葉を持ち，蓮弁の先端は尖る単弁八弁の蓮華文で飾り，中房には1＋6のやや

大きめの蓮子を配している。外区内縁には珠文を並べ，外縁は扁行唐草文で飾る。奈良時代前半（8

世紀前半～中葉）のもの。

　　巴文軒丸瓦（図3－2）

　三つ巴左廻りで頭部は互いに接さず，末尾は長く圏線に触れる。外区の珠文は23個を配しやや密。

青灰色で硬質。鎌倉～室町時代前期（13世紀～14世紀前半）のもの。

16



［考古資料編

拍・・

罐1磐，
　
　
　
2

図3　出土瓦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真3　鬼面文瓦

　　均整唐草文軒平瓦（図3－3）

　宝珠形の蕾を持つ中心飾りの左右に，それぞれ3回反転する唐草文を配す。外区は上，下，両側

とも珠文で飾る。無顎で箔は浅く上方の周縁部はかすかに認められる程度である。黄灰色で硬質。

奈良時代前半（8世紀前半～中葉）のもの。軒丸瓦1と組み合う。

　　鬼面文瓦（写真3）

　下半部を欠くが，鬼面部はほとんど完存する。両側面は竹管を刺突したように作った大形の珠文

で飾る。目は卵形でつり上がりほぼ中央に眼球をつくる。眉毛も写実的に表現し，頬は盛り一ヒがり

口は歯をくいしばった状態で，左右に牙を大きくつくる。全体に写実的で鬼面の恐ろしさがよく表

現されている。鎌倉～室町時代のもの。

　所　見

　第1次調査においては奈良時代にさかのぼりうる遺構を検出することはできなかった、、しかし，

額安寺に残る三幅の占図〔寛永11年（1634）の占図，年代不詳（江戸中期）の占図，幕末の古図〕

に記された方丈，客殿台所といった建築物の可能性の強い遺構の一部を知ることができた。中で
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もSEO3，04の井戸は出土遺物からみても時期の下るもので，おそらく幕末の古図に台所と描かれて

いるものに相当する遺構と考えられよう。

　出土瓦から考えられることは，奈良時代前半のものと鎌倉から室町時代にかけての遺物が圧倒的

に多く，資財帳に記す道慈の再興，さらに忍性の復興を裏付ける資料としてとらえることが可能で

あろう。

2額安寺第2次調査

　調査の契機と経過

　額安寺（額田寺）の中心伽藍想定地の西側にあたる土地（市有地）に地元の児童公園を建設する

ことになり，それに先だって事前発掘調査が計画された。

　調査は昭和53（1978）年7月17日～21日までの5日間実施した。調査区は南北に25mを隔てて，

東西方向に幅3m，長さ16mの第1トレンチ（48m2）と幅3m，長さ18mの第2トレンチ（54m2）

を設定して行った。

　調査地は，伽藍図に描かれた土塁，もしくは回廊状の施設によって囲まれた伽藍のすぐ西に接し

た場所で，現在遺存している土塁の構築時期を確認する意味をも含めて発掘調査を行った。

　検出遺構（図4，写真4～6）

　第1トレンチ

　検出した遺構は，土塁（SXO1），溝（SD　O2），井戸（SEO3），土坑（SKO4）。

　幅3m，長さ16　mの東西トレンチの土層の状況からみる。現状では調査区全体に約160　cmの厚さ

で現代の盛り土（1）が行われているため，すべて取り除いたところから調査を開始した。そういっ

たことから，トレンチ東端部にみえる黄褐色土（9）は，最近まで地表に現れていた部分で，西側の

水田と東側の畑地との境界線に相当し，さらに額田寺の南を東西に走る道路の北側に，南北方向に

残る土塁の南延長線上にもあたる（SXO1）。灰黒色粘質土（2）は水田の耕作土で，この層を切り込

んで暗灰黒色粘質土（ピ）があるが，これは現代のゴミ穴である。暗灰褐色土（3）は床土で，遺構

はすべてこれより下層にある。

　SD　O2は幅約260　cm，深さ60　cmの南北方向の素掘り溝で，土塁の延長と考えられる遺構SX　O1と

の間に幅約150cmの平坦部を介して対応している。瓦・土器片を多量に含む茶灰色粘質土（4）と

灰色粘土（5）に分かれる。溝内は湧水が激しく，この溝が機能していた時期にも常時水をたたえて

いたであろうことは，土層の状況からのみでなく，このような現象からも明らかである。

　SE　O3はSD　O2の西約80　cmのところで検出した井戸である。径約130　cmの円形の土坑内に瓦と川

原石によって積まれたもので，内径約70cmをはかる。井戸の上部は破壊が激しく状況を詳しく知

ることはできないが，遺存する部分は鎌倉時代の瓦と粘板岩質の石材を不規則に用いて構築してい

ることがわかる。瓦の中には巴文軒丸瓦も1点含まれていた。井戸内からは瓦，土師器片が出土し

ている。

　SKO4は径約1．4mの土坑で，　SEO3とほぼ同じ規模を持つが，井戸であるという根拠を得ることは

できなかった。これらの遺構の存在する基盤となる青灰色砂層（6）は軟弱な土層で，この地域が大

］8
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写真4　検出遺構（東より）
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写真6　SEO5（南東より）

和川合流地点のすぐ北に接し，近年までしばしば水害に見まわれていたことを土層からも確認する

ことができた。

　第2トレンチ

　検出した遺構は．十塁（SXO1）。溝（SDO2），井戸（SEO5），上坑（SKO6）。

　第1トレンチの南25mの位地に平行して3×18mのトレンチを設定した。このトレンチでも約

160cmの盛土を除去すると，東端部でSXO1の延長部を検出した。

　SDO2は北端部がやや広く2．8m，南端部が2．3mをはかり，　SXO1との間は2．2m。第1トレンチと

の数字の違いは遺存度の相違と見てよかろう。溝内か引よ第1トレンチと同じく室町～江戸時代初

期とみられる土器片，瓦片が出土している。

　SEO5はトレンチのほぼ中央部で検出した。掘方の一部は北壁に接しているがやや楕円形の十坑

で，短径は約2mをはかる。上坑内には一辺90　cmの正方形の井戸枠が遺存していた。井戸枠は厚さ

5cm，幅35～40　cmの板を組み合わせたもので，二段ほど見られ，70～80　cmで地1」1の砂にあたる。

井戸枠は交互に切り込みを二つずつ造り組み合わせている。SEO5内からは，均整唐草文軒平瓦のほ

ぼ完形に近いものが出⊥し，また井戸枠外で二つに割れた瓦器椀が散乱して出上した。復元すれば

1個体分になり，井戸掘削時に埋められた可能性が強い。

　SKO6はこの井戸に一部重なった状態で，南に大きく広がる方形の浅い上坑である、、規模は東西

19



国立歴史民俗博物館研究報告

第88集2001年3月

　　　　　　　　　SKO4

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SEO3

SDO2
SXO1

第1トレンチ

● ■

○ SEO5
SDO2 一

一一

SKO6 o
● ◎

SXO1

第2トレンチ

0　　　　　　　　　　　　　　　　5m

図4　検出遺構平面図

7．2m，南北は1．1m以上。南壁に沿って小さい柱穴状のピットが3個認められるが，それぞれ木質が

一部遺存していた。土坑の深さは30～40cmであるが性格は不明。遺構の状況から見てSEO5に先行

することは明らかである。

　主要出土遺物

　　土師質土釜（図5－1～3）

　SDO2から出土したもので，口縁部が外反するものが大部分を占めている。羽の位置も下降し，全

体の作りも粗雑である。3はやや古い特徴をもっているが，全体に新しく，室町～江戸時代初期の

ものであろう。ほかに土師質小皿磁器椀なども出土しているが，ほぼこの時期と大差ない。
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　　瓦器椀（図5－4）

　SEO2の掘形内から出土したもので，内外に暗文を施す。内側底部には幅1～2mmの斜格子状の

暗文が認められる。11世紀後半のもの。

　　瓦（図6）

　SDO2から多量出土したほかSEO3にも比較的多く見られ，　SEO5からも1点出土している。最も

多いのは鎌倉～江戸時代初期に属するものである。

　　手彫り忍冬唐草文軒平瓦（図6－1）

　SDO2の第4層から出土。型紙を針で止めて施文する手彫り忍冬唐草文軒平瓦の断片。忍冬文の頭

部中央に針穴の圧痕を残す。法隆寺若草伽藍の金堂所用瓦の207A型式に酷似する。単位文の方向

から見て右偏行と見られる。飛鳥時代前期のもの。

　　均整忍冬唐草文軒平瓦（図6－2）

　SDO2から出土。法隆寺西院伽藍には同箔のものは見られない。中心飾りは上端部が十字形にな

り，宝珠形は崩れ幅広くなる。第1結節と第2結節の間隔が極端に広がる。上下外区との間に溝を

もつ。しいていえば法隆寺217式の範鴫に入ろうが，額田寺独自のものである可能性が強い。7世紀

第4四半期。
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　均整唐草文軒平瓦（図6－3）

SEO5から出土。第一次調査で出土した均整唐草文軒平瓦（図3－2）と同箔。

　均整唐草文軒平瓦（図6－4）

SDO2から出土。外区は幅広い素縁で有顎。内区には退化した唐草文を配している。鎌倉時代の

もの。

　所見

　第2次調査区は中心伽藍の西外側にあたり，調査範囲も広くなく創建時の額安寺の姿を知る手が

かりを遺構の上でつかむことは出来なかったが，いくつかの新しい資料，および知見を得ることが

できた。

　まず調査の主目的であった，現存する伽藍西側の南北にのびる土塁（SXO1）の性格について述べ

ておく。調査地点が土塁を南に延長した部分の外側という，間接的にしかとらえることのできない

箇所であったため推定の域をでないが，この土塁はさらに南に続き，外側に溝（SDO2）を伴うもの

であることが明らかになった。この溝から出土する遺物から見て室町～江戸時代にかけて掘られた

もので，土塁もそのころに築かれたのであろう。斑鳩町中宮寺跡の調査においても，同時期の濠が

中心伽藍の周囲に認められたこと，大和盆地各地に見られる環濠集落の様相などから，この時期に

再興した際新しく造られた施設と考えるのが妥当であろう。

　SD　O2のさらに外側では，2基の井戸（SEO3，04）を検出した。井戸の存在は，ごく近くに生活空

間の存在を思わせる。SDO2から土師質土釜片，曲物片などが多量に出土していることとも考え合

わせ，中心伽藍のすぐ外側という場所ではあるが，近くにこの溝が機能していた時期の建物が存在

する可能性が強い。

　中世を遡る遺構は見られなかったが，奈良時代前・後期の瓦類は多く出土し，この一帯が奈良時

代の額田寺境内に含まれることは明らかであろう。それらの中でも注目すべきは，SDO2から出土

した手彫り忍冬唐草文軒平瓦（図6－1）で，法隆寺若草伽藍の金堂所用瓦に類例を求めることがで

きる。額田寺については，『大安寺資財帳』に聖徳太子と関わりの深い熊凝精舎の後身と記されてい

るが，出土瓦の状況もそれを示唆している。いわゆる法隆寺式軒瓦は，大和においてはほぼ「横道」

沿いに，東は奈良市山村廃寺から西は三郷町平隆寺までの範囲に分布圏を持っているが，さらに一

段階古い手彫り忍冬唐草文軒平瓦の額田寺での出土は，創建法隆寺とこのルート上に位置する額田

寺の間の関わりがまず最初に生じたことを連想させる資料といえる。

3額安寺第3次調査

　調査の契機と経過

　額安寺では重要文化財の木造文殊菩薩騎獅像などを安置するため，境内の中央東よりに新たに収

蔵庫を建設することになり，それに先だって事前発掘調査が計画された。

　調査は昭和54（1979）年7月25日～8月12日にかけて実施した。調査区は南北に7m，東西5mのト

レンチで35m2の範囲。境内の中軸線のほぼ東側にあたる。
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　検出遺構（図7）

　検出した遺構は，土坑2（SKO1，02）。　SKO1は柱穴の可能性のある1．4×1mの方形土坑である。

SKO2は東半部の発掘は行わなかったが，出土遺物から見て近年の瓦溜まりと考えられる。

0　　　　　　　　　　　3m

図7　検出遺構平面図

　出土遺物

　瓦類がほとんどで，大部分がSKO2からの出土。

　　唐草文縁単弁八弁蓮華文軒丸瓦（図8－1）

　第1次調査の出土瓦（図3－1）と同箔。

　　巴文軒丸瓦（図8－2）

　第1次調査の出土瓦（図3－2）と同箔。

　　均整唐草文軒平瓦（図8－3）

　第1次調査の出土瓦（図3－3），第2次調査の出土瓦（図6－3）と同箔であるが，これは浅い段顎を

持つ。また瓦当文様も繊細で彫りが深く，箔型の初期の段階のものであろう。焼成は良好で青灰色

を呈している。

　　均整唐草文軒平瓦（図8－4・5・6）

　いずれも深い段顎を持ち，中心飾りに蓮華文を配し，そこから左右にのびる蔓の中ほどに蕾を配

している。5は不明であるが，6は中心飾りの蓮弁の上端部が細い線で囲まれているのに対し，4の

段階では見られず，やや後出のものと思われる。いずれも鎌倉～室町時代のもの。焼成は堅緻で，

胎土は良好。
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　所見

　第2次調査では，調査範囲も限られているため，柱穴の可能性のあるSKO1と瓦溜のSKO2のほか

に遺構は検出できなかった。この部分は『額田寺伽藍並条里図』によれば，境内の建物の存在しな

い場所であるが，前身遺構の存在は充分予想されるところである。SKO1の性格については，今後の

周辺部の調査結果によって検討してゆかなければならないが，その可能性を持つものとして指摘し

ておきたい。

4額安寺第4次調査

　調査の契機と経過

　額安寺では，昭和57（1982）年に解体修理を行った，忍性墓塔の地下から出土した骨蔵器をはじ

めとする品々を安置するための収蔵庫を境内の一画に建設することになり，予定地の事前発掘調査

を計画した。

　調査は昭和60（1985）年9月10日～26日までの延べ12日間にわたって実施した。

　調査地は現在の山門を入った左側の，約32m2（5．6×5．6m）の範囲で，調査前にも建物等の遺構

の存在は予想できないところであった。

　検出遺構

　調査区内に遺構は認められなかった。ただ調査区土層の断面観察からいくつかの知見を得た。ま

ず奈良時代の遺構面と見られる黄灰色粘質土層の上面が，現表土から50cmで認められること。遺

構面から黄灰色砂層の地山までは約80cmの深さがあり，3層のほぼ平らな整地土層からなり，いず

れの層からも埴輪片，須恵器片，格子叩目の平瓦片が出土したことなどである。
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　出土遺物（図9）

　円筒埴輪片，須恵器片，瓦がある。図示した遺物の中で7，8のみが鎌倉時代以降と見られる土層

から出土したもので，ほかはすべて奈良時代以前の整地土層からの出土である。1，2は円筒埴輪で

外面はタテ刷毛で仕上げられている。タガ部分は低く退化しており，最末期の埴輪と見られる。3～

6はいずれも須恵器壷もしくは甕の破片。外面は格子もしくは平行叩きで仕上げ，内面は青海波文

が認められる。埴輪と同じく6世紀前半のものが多いが，7世紀以降の額田寺に関連すると見られる

ものも若干含まれている。7～9は瓦である。7は縄叩目を持つ奈良時代の平瓦。8は鎌倉時代の唐

草文軒平瓦。9は埴輪片とともに整地土層から出土した。飛鳥時代後期の菱形状の格子叩きを施し

た平瓦で，創建時の額田寺に用いられた瓦と見られる。

舞

　　　　　　7

尻、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9　出土遺物

　所　見

　調査面積も狭く，遺構も検出できなかったため，取り立てて新しい見解を述べるようなことはな

い。ただ奈良時代の額田寺建立に先だって行われたと見られる整地土の中に，比較的多くの埴輪片，

須恵器片を含むことは注目すべきである。第1次調査でも同様な遺物の検出をみたが，これは額田

部丘陵の南端部に位置する額田寺の創建以前に，この付近に古墳時代中期末から後期初頭の古墳が

存在し，その地を利用して寺を造営したことを物語っている。もう一つは，古墳時代の遺物ととも

に飛鳥時代後期と考えられる瓦片が出土することである。これは飛鳥時代にすでに寺院が存在し，

奈良時代になって大規模に整地され造り替えられたであろうことを証明している。
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5額安寺第5次調査

　調査地は第2次調査の対象地と同じであり，範囲確認を目的として1995年1～2月にかけて約

300m2が調査されている。東西トレンチを3本配して調査が行なわれている。調査地全体に約2mの

盛土があり，旧表土，近世包含層の下が遺構面となる。遺構面は湧水の認められる脆弱な砂層であ

る。

　検出遺構は，井戸4基，土坑5基，溝2条などである。SEO2は石組井戸で，　SEO3は曲物を井筒と

するもの。SD　O1は幅1．8　m，深さ30cmをはかる。

　各遺構からは大きくみて12～14世紀の瓦器，土師器皿，羽釜，輸人陶磁器，15～16世紀の瓦質摺

第1トレンチ

⇔’

第2トレンチ

　　　　■

、

　　　　“

○、E－。1

一 一

1

写真7　第1トレンチ（西から）

第3トレンチ

駕 ⇔
圏

　　芯　離べ．

写真8　第2トレンチ（西から）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図10　第5次調査地平面図

　　　（網目は第2次調査トレンチ）
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鉢，甕，土師質羽釜などが出土している。特に井戸，土坑からは12～14世紀の遺物が出上しており，

中世期における額安寺隣接地の様相が知られた。15～16世紀に属する溝SDO1は上塁に伴う溝と考

えられている。7～8世紀の遺構はなんら検出されていない。

6額安寺第6次調査

　駐車場造成に伴う事前調査として1996年5～6月に実施された。東西トレンチを対象地の南北に

配し，約104m2が調査されている。

　現耕作上直下が遺構面であるが，トレンチの東西端部では約10～20cmの包含層が認められた。

　検出遺構は，井戸4基，溝3条，土坑2基などである。北トレンチの井戸SEO1は素掘りの井戸で．

上部を瓦積みとする。西半分が検出された。井戸内埋土から完形の須恵器，平瓦が出土した。SEO2

は井戸枠を抜き取られている。掘方径約3m，多量の瓦器が出土している。　SEO3は石組の井戸枠が

1段分検出されている。SDO2はトレンチ中央部で直角に曲がる溝で幅約1．8mである。ほとんどの

遺構から瓦器が出土し，瓦質上器，上師器の小皿や羽釜，瓦などが含まれている。南トレンチでは，

　　　北トレンチ

　　忌：蕪扇『！レ1－「那E・］

三陛壬∴］劉当
　　　　　　　　　SEO2

0　　　　　　　5m

南トレンチ

｛藍讃讃

写真9　北トレンチ（西から）

図11第6次調査地平面図 写真10　南トレンチ（南東から）
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幅1．2m，深さ40　cmの溝SD　O3・04が検出されている。　SX　O1は長辺7．5m以上，短辺2m以上，深さ

50cmの方形の掘り込みであるが，性格は不明である。遺物は北トレンチと同様に瓦器を主体とす

る。

7額安寺第7次調査

　第5次調査と第7次調査地における遺構面の比高差が約1．5mも認められた。微地形からみて段丘

崖の存在が考えられたため，その地形状況を確認するための調査で，1997年3月に約30m2が調査さ

れた。

　遺構面までの堆積状況は第5次調査地点と同様であった。耕作に関連する素掘溝と杭痕とみられ

る小ピット，トレンチ北端部分で東西溝の南肩部が検出されている。出土遺物の中ではきわだった

ものはない。

　遺構面は第5次調査地点と同じレベルであり，微地形の様態を確認することはできていない。段

丘崖部は第6次，第7次調査区の中間に形成されているものと考えられる。

8垣内遺跡第1次調査

　調査地は額安寺の西側約150mの水田で，1989年11～12月にかけて4本のトレンチを配して調査

が実施された。調査面積は660m2である。各トレンチともに層序に大きな変化はなく，遺構面まで

約40cmである。調査地はわずかながら南側が低くなっている。

　検出遺構は掘立柱建物3棟，掘立柱塀1条，溝2条，不整落込3基などであるが，検出遺構のすべ

ては掘り下げられていない。第2トレンチの建物SBO1は東西建物の西側柱列部分の検出にとどま

る。身舎は梁間2間，柱間は約1．8m，柱掘方は方形で一辺約1m。南北に庇を伴い庇の出は南側で

1．8m，北側で2．1m，柱掘方は径30　cmの円形である。第3トレンチのSB　O2は北側柱列で3間分を検

出，柱掘方は方形で一辺50～60cmと小規模である。第4トレンチのSB　O3は東西棟建物の西側柱で

梁間2間となる。SA　O1は5間分を検出した。

　不整形な落込SXO2・03は一連のものと考えられる。後述する第2次調査の結果，浅い開析谷と判

断される。SBO3・SAO1はこの谷を埋めた整地土を掘り込んでつくられている。　SDO1は幅1，8m，

SDO2は幅1．2mの溝で平行にはしる。溝の芯々は約6mをはかる。

　第3トレンチのSXO2から法隆寺式軒丸瓦の断片1点が出土している。ほか，7～8世紀の土器の

小片のみである。

　検出された遺構は，座標北に対して平均して約13°東に振っている。この振れの角度は調査地の水

田畦畔と一致しており，微地形に影響されたものと考えられる。遺構の時期は7～8世紀であろう。

遺跡の性格は不詳であるが，額安寺と併行する時期に存続していたことは確実である。

9垣内遺跡第2次調査

　第1次調査地の南側に接する地点での調査である。4本のトレンチを配して，1995年2～3月にか

けて約500m2が調査された。調査地全体は南側に向かって徐々に低くなる。東半部では表土直下で

遺構面となる。西半部では40～50cmの包含層を介して遺構面にいたる。
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図13　第2・5・6・7次調査地の関係
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　検出遺構は掘立柱建物4棟溝3条，落込2基である。

　第1トレンチでは掘立柱建物SBO1・02・03を検出したが全体は不明である。第4トレンチの拡張

区のSBO4は大型建物の西側柱4基3間分を検出，柱掘方は一辺80～100cmをはかる。　SD　O1・02は

現水田に伴い造作さされた排水用の溝SD　O3は幅60～140　cm，深さ約10cmの溝埴輪が出土して

おり，古墳周溝の可能性がある。第1トレンチSXO1，第3トレンチSXO2は一連のもので，段丘面上

の開析谷と判断される。幅6～15m，深さ約90　cmである。最下層から弥生後期～古墳前期の土器片

が出土している。また，最上層からは8世紀前半の土師器が出土している。最終堆積層の上には10
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写真11 第2次第1トレンチ
（東から）
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～ 20cmの整地土が認められた。

　第1・2次調査を総括すると，調査地は南に向かって緩く傾斜する段丘面で，その中央部には開析

谷が弥生後期ごろに開析され，その後8世紀前半まで存在していたようである。第1次第4トレンチ

の状況から開析谷の最上部はこの辺りと考えられる。その後，最終自然堆積層の上部に10～20cm

の整地がなされ，建物等が建てられるようである。建物の時期は明確にはしえないが，8世紀前半

を中心としたものと考えられる。建物は開析谷の整地部分を避け，その両側の安定した地盤の上に

営まれるようであるが，微地形の影響を受けてすべて座標北に対して13～16°東に振っている。当

該地は条里図にみる10条4里13坪辺に比定される。この部分は水田として利用されているが，「新

家田」という田名は暗示的である。

10額安寺五輪塔の地下調査

　調査の契機と経過

　額安寺の北方約200mほど隔てたところにある額安寺墓地の一角には，8基の五輪塔が並んでいる。

このあたりは通称「鎌倉坂」と呼ばれているところで，この五輪塔も俗に「鎌倉墓」と言い源頼朝，

二位尼等の廟塔と伝えられていた。いずれも重要文化財に指定されており，1基に永仁5年（1297）

の刻銘があり，他の無銘の6基もほぼ相前後して立てられたと見られている。

　近年に至って五輪塔の周辺の樹木が繁り，地盤面も変化が激しいため，五輪塔の傾きが目立ち，

倒壊の危険も生じてきたため奈良県文化財保存事務所によって解体修理を実施することになった。

修理に先立って地下の発掘調査を橿原考古学研究所が担当した。調査期間は昭和57年（1982）10月

20日～12月3日。8基の五輪塔は南北に五基並び（1～V）そこから東に3基（W～珊）鍵型に並

んでいる。このため調査トレンチは相互関係が把握出来るように，五輪塔を中心に，南から北に幅

約2．5m，長さ9．5m，西から東に幅1．5m，長さ9mの鍵型に設定して実施した。

　検出遺構（図15）

　8基の五輪塔の中で，五輪塔H～IVは地下に遺構は存在せず，江戸時代の土層上に建てられてい

ることが明らかになり，さらにW～Wは大正から昭和初期に解体修理されていることも判明した。

五輪塔はいずれも鎌倉時代のものであるが，永仁銘を持つ五輪塔Wも含めて，五輪塔1以外はすべ

て江戸時代以降に，この調査区以外の場所から移されたものである。

　五輪塔1

　五輪塔8基の中で最大規模をほこる。葛石を巡らすのもこれのみ。総高は空輪の頂部は欠失して

いるが，現状で2．921m。

　五輪塔は基壇状の遺構の上に立っているが，現状の遺構の幅は，壇上で3．Om，壇下で5．Omであ

る。基壇上には7基の土墳がうがたれている。

　取り外した地輪の下には，自然石を荒割り加工した2個の石が，台座として使用されていた。台

座周辺には転用材を用いた9個から成る地覆石が据えられていた。

　台座および地覆石の下には一辺1．1m，深さ0．9mのほぼ正方形の土墳が穿たれ，ほぼ中央に，花

闇岩の身と蓋から成る石製外容器が据えられていた。外容器の身は長辺68．Ocm，短辺4L5cm，厚
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さ約35cmの直方体で，このほぼ中央に径42　cm，高さ6cmの円座状の造り出しと，さらにその中央

に径9cm，高さ3cmの半球状の造り出しを持つ。身の上面には骨蔵品が置かれ，その上に口径

22cm，深さ31．5cmの円錐状の穴が穿たれた蓋部が被せられていた。蓋は径56．5cm，高さ43．5cm，

幅54cmで側面が楕円形を呈している。

　　石製外容器内遺物出土状況（図16）

　石製外容器内部には中央に銅鋳造瓶形骨蔵器が安置され，周囲の下方に横たえた状態で金銅製筒

形骨蔵器2，銅鋳造製筒形骨蔵器1が置かれていた。

　　石製外容器外遺物出土状況

　土墳の東北隅と外容器東北面との間に金銅製五輪塔形舎利容器2，銅製鉦付筒形骨蔵品1，銅製小

形筒形骨蔵器1，筒状木製品1が納められていた。さらに出土遺物の西方には，土墳と外容器に接す

る状態で長さ20cm，厚さ約5cmにわたって多量の骨片が広がっていた。状況から判断して，当初

から容器を使用せず直接土墳に納められたものと考えられる。

　五輪塔1周辺の遺構（図17）

　基壇状に整形された高まりの上にはさらに6基の土墳が認められる。

　　土墳1

　長辺80cm，短辺50　cm，深さ10cm。底部には径約25　cm，深さ10cmのくぼみがさらに穿たれて

いる。土墳内には多量の骨片，骨粉が含まれている。底面の円形のくぼみは，曲げ物状の有機質の

骨蔵器が納められていた可能性がある。土層から見て南北朝期前後に掘られたと考えられる。

　　土墳2

　土旗1の西側にあり，現状で長辺45cm，短辺25　cm，深さ5cm。内部から多量の骨片，骨粉が出

土。状況から見て当初から容器は無かったようである。土層から見て，土墳1と同じく南北朝期前

後のもの。
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　　土墳3

　径20cm，深さ10　cm。土墳内には灰粕の古

瀬戸蓋付広口壼が納められていた。鎌倉時代

後期から南北朝時代の作と考えられるが，土

層から見て土墳5より新しい。

　　土墳4

　五輪塔1の土墳の西に一部切り込んで穿た

れている。現状で長さが123cm以上，最大幅

65cm，深さ30　cm。東端部に径約32　cmの平

瓦で仕切をした部分があり，曲げ物のような

容器を安定させるために使用したと見られ

る。土墳の中央部には直方体の石が南北に置

かれ，この石を取り囲むように4個の自然石

が置かれていた。直方体の石の東に接して平

瓦が1枚出土した以外遺物はみとめられなか

αr

　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　1m

　　　　　　　　　　一
図17　五輪塔1周辺の遺構（S＝1：40）

った。骨粉は土墳東端が最も多く，石組み近くからは少なかった。土墳の切り合いから見て土墳5

よりは新しい。

　　土墳5

　土墳3，4に南北端が壊されているが，本来は径約30cm，深さ8cm。内部には常滑製火消し壼形

土器の底部片が残り，底部の一部が土墳4からも出土している。この状況から，この遺構は土墳4が

造られた時に壊されたとみられる。壼内部には骨粉が遺存。室町時代末期の土器。

　　土墳6

　五輪塔1の東に位置するが，平面では検出出来ず，基壇をたち割った際あらわれた。調査区外に

広がるため全体規模は明らかでない。現状で幅約37cm，深さ25　cm。内部から遺物や骨粉は出土し

ていない。層位から見て南北朝時代以前のもの。

　主な出土遺物

　（1）石製外容器内出土遺物

　　銅鋳造製瓶形骨蔵器（良観上人舎利瓶）（図18）

　良観上人舎利瓶記の銘文を持つ，銅鋳造製の瓶形骨蔵器である。総高29．25cm。

　蓋，体部，体部受け皿，台座の四部分から成る。蓋は宝珠つまみを持ち，蓋上面には八葉の花座

が鋳出されている。体部と受け皿は鎖付けされており，台形をしている受け部の側面には，276本の

斜線が刻まれている。台座は，強く反転した反花形式の厚肉素弁で間弁とも八葉からなっている。

瓶の内部には良観上人の遺骨が口縁部から6．2cmのところまで納められていた。

　　金銅製宝珠付筒形骨蔵器（図19－1）

　銅板製で円筒形を呈し，被せ蓋式の平蓋の上に紐が取り付けられている。総高は12．85cm，径は

5．125cm。全面に鍍金を施す。　X線撮影で内部に骨片が納められているのを確認。
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　　金銅製筒形骨蔵器（図19－2）

　銅板製の円筒で蓋は上，下に被せ蓋を持ち，蓋と身を合い留めするため，両蓋に三箇所ずつ2mm

前後の孔が穿たれている。全面に鍍金を施している。総高は6．455cm，径は3．695　cm。　X線撮影で

内部に骨片を確認。

　　銅鋳造製筒形骨蔵器（図19－3）

　筒身は円筒形で，底部と共鋳である。蓋は被せ蓋式の平蓋。総高は9．10cm，径5．445cm。筒身に

は銘文が線刻されているが，判読不可能。筒内部には，頭蓋骨片と絹糸を十文字にかけた紙包みが

納められていた。紙包みは嘉元年号を記した半分に破られた陀羅尼経で，内部に銅製の小形筒形骨

蔵器（総高3．63cm，径1．44　cm）（4）が包み込まれていた。さらにこの小形骨蔵器内には，破られ

た残り半分の陀羅尼経に包まれた骨片が一つ納められていた。

　（2）五輪塔1の石製外容器外出土遺物

　　銅製紐付筒形骨蔵器（図19－5）

　銅板製の円筒で，蓋は被せ蓋式の平蓋に環を持つ鉦を持つ。鉦は七葉の花弁を象り，八葉花座と

一重の円座上に取り付けられている。総高は11．12cm，径6．28　cm。筒内部には，骨片が上質の紙で

作られた袋に納められていたと見られる。

　　金銅製五輪塔形舎利容器（図19－6）

　銅製の組み合わせ式五輪塔で，全面に鍍金を施している。総高は8．865cm，地輪の一辺が3．885　cm。

　　金銅製五輪塔形舎利容器（図19－7）

　銅製の組み合わせ式五輪塔で，全面に鍍金を施している。総高は6．62cm，地輪の一辺が2．755　cm。

塔内に骨片が納められている。

　　銅製小形筒形骨蔵器（図19－8）

　銅板製の円筒で，蓋は円板の2カ所に舌状の造り出しを持ち，筒身の端部にある切り込みにはめ

込まれている。総高3．72cm，径1．765　cm。筒身は長方形板を鋼付けしている。内部には骨片を納める。

　　筒状木製品（図19－9）

　直径1．9cmの筒状品。小口上部はなめらかに仕上げられているが，下部は腐食が激しく，現状で

2．7cmしか遺存していない。用途は不明。

　（3）五輪塔H地輪内出土遺物

　　金銅製筒形骨蔵器（善願上人銘）（図19－10）

　銅板製の円筒で，蓋は被せ蓋式であるが，蓋表が伏せ椀状に盛り上がっている。蓋表には4行の

銘文が線刻されている。筒身は長方形板を鍾付けしているが，蓋と同じく二つの小孔が穿たれ釘で

留められている。筒身表面にも13行の銘文が線刻されている。全面に鍍金を施している。総高

13．60m，筒形径6．10cm。

　　金銅製筒形骨蔵器（観恵房銘）（図19－11）

　銅板製の円筒で，蓋は被せ蓋式。蓋天井部が伏椀状に盛り上がる盛蓋である。筒身は長方形板を

鎖付けしているが，蓋と同じく二つの小孔が穿たれている。しかし釘は使用されていない。筒身表
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面には，観恵房の銘文が5行にわたって線刻されている。全面に鍍金を施す。総高6．82cm，筒身径

2．99cm。

　所　見

　今回の調査で，国の重要文化財の指定を受けている8基の五輪塔の中では五輪塔1のみが，建立

当初の位置を保ち，他の7基（H～珊）は江戸時代中期以降に移築されたことが判明した。

　　忍性墓塔

　五輪塔1は，塔の地下に穿たれた土墳内に骨蔵品を納めた石製外容器が置かれていた。その被葬

者である良観上人忍性は，鎌倉極楽寺の開山として著名で，その師である西大寺の興正菩薩叡尊と

ともに，鎌倉時代における真言律宗の興隆，さらに慈善救済事業に活躍した僧である。その行跡は，

没後にまとめられた『性公大徳譜』や骨蔵器に記された『良観上人舎利瓶記』などによって知られ

ている。建保5年（1217）大和国城下郡屏風里に生を受けた忍性は，幼くして信貴山に登り文殊信

仰に親しみ，16歳で母を亡くした後，額安寺に入った。翌天福元年（1233）東大寺戒壇院で受戒し，

嘉禎元年（1235）文殊山竹林寺への3年間にわたる月詣でを開始した。その後延応元年（1239）の

西大寺の叡尊との出会いは，その後の宗教活動を決定づけることとなった。彼は叡尊の戒律を重ん

じる教学を実践するものとして，現世の苦悩相への救済を目指す文殊信仰を携えて世に登場した。

　建長4年（1252）関東に下った忍性は常陸三村寺などを経て，文永4年（1267），51歳で鎌倉極楽

寺の開山として迎えられた。その後嘉元元年（1303）に87歳で入滅するまでの活躍は世に知られる

通りである。

　忍性は遺言によって遺骨を三分し，それぞれゆかりの寺の墓地に埋葬されたことが，「舎利瓶記」

の内容によって知られるが，偶然にもその3カ所すべてについて学術的な調査が行われている。

　まず最初が鎌倉極楽寺の忍性塔で，重要文化財に指定されている墓塔修理に際して，昭和51年に

調査が行われた。その結果，金銅製の骨蔵器は地輪内に穴を穿ち納められていることを確認した。

骨蔵器は蓋i付瓶形で，高さ20．7cm，最大径12，9　cmをはかる。腹部には「舎利瓶記銘文」が刻まれ

ていた。この塔は戦国時代末期に，一度内部の様子が明らかにされたようで，舎利容器の銘文が極

楽寺文書の中に記録されている。書写は天正7年（1579）に当住持の性善によって行われたことが

記されているが，この銘文によって大和の2寺にも忍性遺骨の分骨埋葬が行われていることが明ら

かになっていた。ただ問題点は，台座から下の考古学的調査が行われていないことで，地輪に当初

から納められていたかどうかについては，明らかではない。額安寺や竹林寺の状況が明らかになっ

た現在，再考の余地はあろう。

　額安寺忍性塔は本報告にあるため省略し，竹林寺の忍性塔を見てみよう。極楽寺と額安寺の墓塔

は保存状態も良く重要文化財に指定されているが，竹林寺に残る墓塔は当初のものではなく，様々

な墓石を寄せ集めたものであった。そのため竹林寺を管理する唐招提寺の森本孝順師の強い熱意に

よって墓塔が再興されることになり，それに先だって昭和61年に橿原考古学研究所が地下調査を実

施した。

　墳墓は一辺10．5cmの方形墳で東に面し，中央やや西よりに一辺1．6m，深さ1．1mの方形土墳があ

り，中央に花闇岩製の八角形柱状外容器が安置されていた。外容器は台座と方柱からなり，台座も
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同じく八角形で，径約76cm，厚さ26cmで，中央部に径32　cm，高さ4cmの円形造り出しを持つ。

さらにその上に径17．5cm，厚さ3．5cmの石製円板が置かれていた。方柱は径54　cm，高さ75．3　cmを

はかり，内部はこの造り出しに合った穴が穿たれ，忍性骨蔵器はその中に安置してあった。土墳内

および周辺には，額安寺例と同様多くの合葬，追葬骨蔵器が納められていた。

　　忍性骨蔵器

　極楽寺，額安寺，竹林寺に三分された忍性の遺骨は遺言通り埋葬されたことが明らかになったが，

骨蔵器に記された銘文についてもほぼ同じ内容で，弟子の沙門栄真によって記されたことが刻まれ

ている。内容は，彼の出自，出家の様子，律僧として活躍した姿などであるが，最後に極楽寺の西

で茶毘に付し，3寺に分骨したことを記している。

　忍性の入滅は嘉元元年（1303）7月12日で，竹林寺，額安寺の銘文には同年8月，極楽寺には同年

11月の記年があるが，骨蔵器の形態・銘文の共通性，さらに出生地への帰葬の意味も含めて，まず

三分の二の遺骨を大和に運び，それを同時に同じ工房で製作した骨蔵器に分け，埋葬したのであろ

う。それを確認した後，忍性が後半生を過ごし，入滅の地となった極楽寺奥の院での埋葬が行われ

たのであろう。

　竹林寺と額安寺の銘文は大部分共通するが，額安寺骨蔵器に1カ所ケアレスミスが認められる。

それは銘文第11行目にあり，「恭敬頂礼」の「礼」の字を欠いていることで，そのため次の行から1

字ずつ竹林寺骨蔵器の銘文とはずれている。この二つの銘文の形態は異なっており，同一人物によ

って彫られたものではないことは明らかだが，額安寺用の原本の誤りか工人の手違いかは判断でき

ない。

　「良観上人舎利瓶記」と記された忍性の骨蔵器銘文内容は，驚くほど奈良時代に活躍した行基の

「大僧正舎利瓶記」と共通点が多い。行基の舎利容器が発見された文暦2年（1235）は若き忍性が竹

林寺に初めて詣でた時にあたる。おそらく忍性は行基菩薩の墓所を目の当たりにして，文殊菩薩の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ再来と慕われた行基の生き方を強く意識するようになったのであろう。『竹林寺縁記』に記された

行基菩薩舎利容器発掘時の様子によると，廟を掘ると八角石筒があらわれ，石筒の中に銅筐があり，

さらに中を開くと銅筒があり，そこには舎利瓶記の銘文が刻まれていたとある。まさに竹林寺の忍

性墓の地下の様子によく似ている。

　忍性の87年の歴史の中で，竹林寺で過ごした期間はわずか3年間にわたる月参りと幾度かの参籠

にすぎない。しかし3ヵ所の墓所の中で最も丁重に葬られていた事実のなかには，彼の生涯を律し

た出発点が行基菩薩の眠る竹林寺にあったことを物語っているのであろう。

　額安寺は，彼の出家のきっかけとなった寺であり，後にも再興に力を注いだことからも，忍性に

とって大和におけるもっとも重要な寺として認識されていたのであろう。さらに鎌倉極楽寺の忍公

塔に葬られた善願上人（嘉暦元年〔1326〕没）とその弟子の観恵房（同年没）の分骨が五輪塔Hの

地輪内から検出されたが，忍性を慕う僧俗の遺骨の合葬，追葬は，竹林寺の忍性墓塔周辺でも見ら

れた。忍性入滅からわずか2年後の嘉元3年（1305）に凝然のあらわした『竹林寺略録』には，忍

性の墓所が「上人の遺跡」として関東をはじめ遠近の人々から，すでに納骨，参詣の対象となって

いたことが記されているが，額安寺の追葬墓もそのように捉えるべきであろう。
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